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宮城県くろまぐろ速報 No.3  

                              令和３年９月２１日 

  くろまぐろ速報第３号です。大型魚の消化率は漁船漁

業で４３．６％，小型魚の消化率は定置漁業で３０．１％

となっています。 
 

1．くろまぐろ漁獲実績（令和３年９月２０日現在概算値） 

名 称 漁獲枠（留保のぞく） 漁獲実績 消化率 

大型魚 

（30kg以上） 

定置漁業 ２０,２００ｋｇ １,１４０ｋｇ ５.６％ 

漁船漁業 ６,８００ｋｇ ２,９６４ｋｇ ４３.６％ 

小型魚 

（30kg未満） 

定置漁業 ６０,０００ｋｇ １８,０６５ｋｇ ３０.１％ 

漁船漁業 ８,３００ｋｇ １,２７９ｋｇ １５.４％ 

 
2．助言・指導・勧告、採捕停止命令の発出状況 

名 称 発出状況 

大型魚 

（30kg以上） 

定置漁業 発令されていません 

漁船漁業 発令されていません 

小型魚 

（30kg未満） 

定置漁業 発令されていません 

漁船漁業 発令されていません 

 
 
 

宮城県水産林政部水産業基盤整備課 

〒980-8570 仙台市青葉区本町三丁目８－１ 
TEL：022-211-2944 FAX：022-211-2949 
E-mail：suikiseisk@pref.miyagi.lg.jp 

★1 日・1 隻/1 ヶ統あたり 500kg 以上のくろまぐろの水揚げがあった場合はすぐに県に連

絡してください。 



【参考】令和３管理年度（第７管理期間）のくろまぐろ漁獲枠 
 

 
 

＜宮城県におけるくろまぐろ管理協定＞ 
・くろまぐろの保存及び管理に関する協定（宮城県定置漁業）      ２１者参加 只野 誠悦 会長 

・くろまぐろの保存及び管理に関する協定（宮城県かじき等流し網漁業） ９者参加 三浦 理市 会長 

・くろまぐろの保存及び管理に関する協定（宮城県はえ縄漁業）        ３者参加 尾形 広人 会長 

                        

  ※各協定で個別配分による管理を実施している 

 

＜最近のくろまぐろに関する話題＞ 
・各国の政府や環境団体などで作る「国連自然保護連合」（ＩＵＣＮ）は，絶滅の恐れがあ

る動植物をまとめたレッドリストの最新版を公表し，絶滅危惧種に分類していた太平洋

クロマグロを準絶滅危惧種に引き下げました。引き下げの理由を資源管理が進んだため

としており，漁業者の取組に基づく管理の機能が証明された形となっています。 

 

 ○参考：ＩＵＣＮホームページ  

https://www.iucn.org/ja/news/species/202109/hai-yang-sheng-wu-henoya-li-gazeng-da-siteirunimo
kakawarazumagurolei-hahui-fu-situtuaru-iucnretudorisuto 

 

※  次回，令和３年度第４号の発行は１０月４日（月）の予定です。どうぞ，よろしくお

願いします。  

 

https://www.iucn.org/ja/news/species/202109/hai-yang-sheng-wu-henoya-li-gazeng-da-siteirunimokakawarazumagurolei-hahui-fu-situtuaru-iucnretudorisuto
https://www.iucn.org/ja/news/species/202109/hai-yang-sheng-wu-henoya-li-gazeng-da-siteirunimokakawarazumagurolei-hahui-fu-situtuaru-iucnretudorisuto

